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桁水慶子1)

研 究 概 要

1)生殖リズムの中枢械序に関する研究

大 島 朽

今まで特にニホンザルについて月周期,年周期

リズムにともなう種々の正常値を測定してきた.

今後,特にニホンザル繁殖リズムの季節性に関す

る中枢械序を解明する目的で,電気生理学的,坐

化学的,微細構造学的,生理的方法によって研究

を進める｡

2)胎児の生理学的内分泌学的研究

大島 沼 ･桁水原子

羊水中に浮かぶ水楼動物としての胎児が外環境

の刺激をどのようにとらえているか,また分娩発

釆に胎児が内分泌学的にどこまで関与しているか

を明らかにする｡

3)初期発生に関する研究

大 島 沼

人工受精,または体外受精において,i:t)効率

よく実験用サルを繁殖させるための基礎研究を生

化学的,形態学的におこなう｡

4)ニホンザルの冠状血管平滑筋の昭気生理学

的研究

目 片 文 夫

今日,冠状血管の機能不全がヒトの死因の大き

な部分をしめるに至っている｡そこで.ニホンザ

ルの冠状血管平滑筋を微小屯極法により,特に苗

年令サルについて調べ,冠血管不全の原因につい

ての基礎的研究を行なっている｡

5)サルの得環器系を生理学的,薬理学的,級

織学的にしらべることにJ:る霊長類の行動,

姿勢との関連を中心にした適応.進化につ

いての研究

目 片 文 夫

詔艮茄の進化に伴ない骨格や脳の変化が生ずる

のは当然であるが,その他の体内の諮哲芳田もまた

変化しているはずである｡しかし放近までなぜか

QEi環詐系からこの間題についての探求が見落され

ていた｡そこで,昭気生理学的=手法を中心に,薬

1)教務職員

理学,租税学の研兜方法を用い.主として静脈系

について各種の詔投獄を比較し,循環器系からみ

た適応,進化の横柄を明らかにする｡

6)神経ペプチ ド塀の個体発生に関する研死

林 誠 治

中枢.及び末n神経紐抱にはP物TI.ソマトス

タチン.VIP等各種神経ペプチドFIが免疫化学的

に同定されている｡本研死は個体発L&においてど

のようなペプチ ド類がいつどの神経細胞巾にいか

なる分子型で発現されて来るのかを明らかにする

事を目的としている｡

7)サル胎児における神経ペプチ ドの発現機Tf･

林 基治 ･大島 桁

各発生段階においてサル胎児より神経組織を採

取して各種神経ペプチドの発現機序を調べる｡

8) ニホンザルの生飛リズムの発現機序

野崎穴澄 ･大島 約

二ホンザルの/Ji熱 リズム.特に夏期不妊のメカ

ニズムを明らかにするため,の各班祝辞下部ホル

モンの脳内局在性とその季節閃変動,申下垂体前

葉各稀ホルモン産生細胞の同定とそれらの細胞機

能の季節問変動.◎血巾ゴナドトロピンや性ステ

ロイドホルモンのフィードバック槻梢の調節機序

等について調べている｡

9)背推動物における現任下部一下垂体系の系

統発生

野 崎 穴 泣

･下等脊椎動物から詔技好日こ至る祝休下部一下垂

体系の進化を明らかにするため,視床下部ホルモ

ンや下垂体ホルモンの系統発生的な山現時期や局

在性を脊椎動物各綱放球の動物を用いて,主とし

て免疫組綴化学的手法により調べている｡

総 税

1)大島 沼 :ニホンザルにおける性周期と内分

泌損桐.生物リズムと生物時計,蛋白質 ･核
& ･#R,27:289-306,1982.

2)大曲 桁 :人間と生と性,岩波書店,1982｡

3)大島 清 :サルとヒトのセクソロジー,メデ

ィサイエンス社,1982｡

4)大島 清 :ニホンザルの性行動の周期性,現

代の行動生物学(3),性行動のメカニズム.p･

101-124,産業図告,1982｡

5)大島 清 :胎児からの子育て,芥地か餌,

1983｡
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輪 文

1)ど.Mekata (1983):Differentelectrical

responsesofouterandinnermuscleof

rabbitcarotidarterytonoradrenaline

andnerves.∫.Physiol.(London)

(inpress).

2)Hayashi,M.,Edgar,D.& Thoenen,H.

(1983):Thedevelopmentofsubstance

P,Somatostatinandvasoactiveintestinal

polypeptideinsympatheticandspinal

sensorygangliaofthechickembryo.

Neuroscience(inpress).

3)Nozaki,M.andA.Gorbman (1983):

Immunocytochemical localizationofsol

･･matostatinandvasotocininthebrainof

thcPacifichagEish,EL,tatreEusstouti,

CellTissueRes.229,541･550.

4)Nozaki,M.and冗.Oshima (1983):

ControlofgonadotroplnSecretioninthe

Japanesemonkey.丁ap.∫.Med.S°i.

Biol.(inpress).

5)Nozaki,M.andA.Gorbman (1983):

Distributionofimmunoreactivesitesfor

severalcomponentsofpro･Opiocortinin

thepituitaryandbrainofadultlamp･

rcys,PeEromy2=OnmarinusandEntosphe-

nustridentatus.Gen.Comp.Endocrinol.

(inpress).

6)Kobayashi,H.,氏.Tsukeni,H.Akiyoshi,

Y.Kobayashi,M.NozakiandM.Ouji

(1983):Histochemicaldistributionof

peroxidaseinascidianswithspecialrefe･

rencetotheendostyleandthebranchial

sac.Gen.Comp.Endocrinol.(inpress).

学 会 発 表

1)小野内常子,加藤順三,大島 沼,大内慶子,

沖永荘-,荒井 清 :日本猿性皮SexSkin

の卵巣ホルモン応答性について,55回日本内

分泌学会 (東京).57.5月28-30日,1982.

抄録 日本内分泌学会雑誌,58〔4〕.P.421.

2)K.Oshima:Comparativeaspectsofpar-

turitionalbehaviorinnon-humanprima一

tes,The7thInternationalSymposium of

TheComparativeHistoryofMedicine

EastandWest,19･26th,Sep.1982.

(富士教育研修センター)

3)大島 清 :霊長顎の性と生殖,日本母性衛生

学会教育講演 (京都)｡57.9月30日｡

4)K.Oshima:Sexualandparturitionalbe

behaviorinJapanesemdnkey (Macaca

fuscatafuscata),Int.Acad.Sex.Res.

8thAnn.Meeting,Åug.22･26,Copenha･

gen,1982.

5)木下俊彦,多賀理吉,武谷雄二,水野正彦,

坂元正一,大島 清 :Invitroインキュベー

ションによるRhesusMonkey脱落膜のPRL

合成 ･分泌に関する研究,56回日本内分泌学

会 (大阪).58.5.26-28,1983.

El本内分泌学会雑誌,59(4):550,1983.

6)大島 酒 :動物とヒトの性行動の速い,21回

日本医学会総会シンポジウム (大阪). 58.

4月8日｡

7)土屋新一ほか及び大島 沼 :羊水における

PRLの水,電解質代謝作用に関する研兜

35回日本産婦人科学会総会 (大阪). 58.

4月

8)Kato,∫.,T.OnouchiandK.Oshima:

Brainreceptorforprogesteroneandoes･

trogenintheJapanesemonkeyandpos･

Sibledifferencialcentralactionofproge･

sterone,Proc.Xth.W.Cong.Fe一t.Steril.

Madrid,p.213･220,1982.

9) 目片文夫 :血管平滑筋の外層と内周の反応性

の差異.CHC研究会 (1983)｡

10)目片文夫 :液体イオン交換体二速微小昭極に

ょる血管平滑筋細胞内K+澱皮測定.節53回

日本動物学会 (1982)

ll)目片文夫 :頚動脈平滑筋における立体方向へ

の電流のひろがり｡第4回日本動物生理学会

(1982)

12)野崎真澄 :系統発生からみた視床下部ホルモ

ンとプロオビオコルチン関連ペプチ ド:免疫

組綴化学の直面する問題点｡日本動物生理学

会第4回大会 (1982)

13)野崎真澄,大島 清 :プロオビオコルチン関

連ペプチ ドのラットの下垂体と脳内局在性｡

第29回生理学中部談話会 (1982)

14)野崎真澄,A.Gorbman:ヤツメウナギ下垂

体におけるプロオビオコルチン関連ペプチド
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の局在性.耶53回日本動物学会大会 (1982)

15)野崎穴泣 :ニホンザルのゴナドトロピン分泌

制御.郡2回実験mEZ長期シンポジウム

(1982)

生化学研究部門

高橋健治.竹中 修

景山 節,中村 伸

浅岡一雄

研 究 概 要

1)生理活性ペプチ ドの生成 ･分解に関与する

プロテアーゼの検索と性状の解明

拓f.TS郎治 ･平Fa百二2)

カルシウム依存性rt]性プロテアーゼおJ:ぴカテ

プシンBについて,柾々の神経ペプチ ドに対する

作用特異性を,分解産物を柘速紋体クロマ トグラ

フィーで解析することにより検討した｡この結果,

王として前者についてはトリプシン様活性,後者

についてはジペプチジルカルポヰシペプチダーゼ

様活性による特異的分解作用があることが判明し

た｡

2)詔長類の筋組枯プロテアーゼの性状と生理

的役割に関する研究3)

拓f.TS飽治 ･平尾哲二

二ホンザル心筋よりカルシウム依存性中性プロ

テアーゼを柄烈し,諮性質を明らかにした｡また

ニホンザル冊椙筋のカテプシンBの柄製を進めた｡

3)屈長斑骨格筋のカテプシンDの性状と生理

的役割に関する研究

高橋粒治 ･景山 節 ･丹治雅夫4)

ニホンザル骨格筋のカテプシンI)の分別 ･精製

を進めた｡

4)ペプシノーゲン生合成前駆体の同定とシグ

ナル配列の一次構造決定

高橋樫治 ･市原庄和5)

前年皮にもき続き,ラット,ヒト,ブタのプレ

ペプシノーゲンおよびコウ.シのプレプロキモシン

1)敦窃取尺

2)研捗貝

3)原 煎 (筑波大 ･医)との協同研究

4)大学院生

5)研究員

の同定とシグナル配列の一次川辺決定を進めた｡

5) カニクイザルのヘモグロビンおよびHb

Bali(Macaca)の川辺

桝 一 晩 竹巾晃子で)悶f.TS鮎治

昨報Vol.12で予節約架を何位LT=が.インド

ネシア国パリ由の一部のカニクイザルに発見され

た,変只型へクグロビンおJ:び正nヘモグロビン

のJC銃の構造を調べた｡それぞれのP銃を トリプ

シンで分解した後, トリプシンペプチ ドを陽イオ

ン交換クロマトグラフィーにより精製,エ ドマン

分解法によりアミノ酸配列順序を決定した｡その

結果カニクイザルヘモグロビンのβ鎖の構造はニ

ホンザルのそれと全く等しいこと,および変異型

ヘモグロビンHbBali(Macaca)の構造変異は

P銃を桐成する146個のアミノ酸の円-個所であ

ら,P銃のN末端から80番目のアミノ酸が通常の

アスパラギンがリシンに置換していることが判った｡

他方α鎖について等電点ゲル電気泳動法により

調べたところ,現在までに報告されているA.P,

Q,3種の他に2種類存在することが発見された｡
現在カラムクロマトグラフィー等により精製を進

めており一次構造上の変異個所を明らかにする予

定である｡

6) スマトラ島,グヌンメル群カニクイザルの

捕控調査7)

竹中 修,竹中晃子

昭和55年皮のWTJ-外学術調充でスマトラ島中西部

パダン市近郊のグヌンメル酢のカニクイザルがか

なりの壬‡血症状を示すことを発見したので再調査

を行なった｡昭和57咋8月に計32頭を一時捕接し,

l)前回の調査時では米州粒であった個体への入れ

墨による永久マーキング,2)身体計測,3)血液

性状,糞便潜血反応.血液および糞便布生虫の試

料収穴を行なった｡血統性状についてはなお貧血

症状を塁するサルがいること,桝血反応からそれ

は寄生虫による消化管出血にJ:るものではないこ

とが判った｡さらに原因耶明に向けて分析中であ

る｡

7) ニホンザル血液の無機元素雪)重金属含量

竹 中 修

6)研修員

7)相見 満 (霊長類研),乗越胎司 (上智

大学)との協同調査｡

8)森田昌敏 (国立公告研)との共同研先,
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